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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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特別支援学校施設計画整備事業費

学校評議員設置事業費

合計 3.13 785,971 923,777 780,075

117,216

基金運用益の利子を受け入れ、基金に積み立て、運用益で図書
を購入

0.10 822 822 822

スクールバス２台をリース（長野養護） 0.20 110,447 129,888通学バス・公用車整備事業費

特別支援学校学習環境整備基金事業費

164,409

地域住民や保護者などを学校評議員として委嘱し、学校運営や
学校自己評価についての助言を得る。

0.03 777 777 777

17校、43か所において施設整備を実施
２校８か所においてトイレ洋式化を実施
松本養護・若槻養護基本方針検討委員会の継続開催

2.00 156,727 246,452

スクールサポートスタッフ配置事業費

盲・ろう学校非常勤講師等配置事業費

27,465

研修代替非常勤講師を２人任用 0.01 1,573 1,580 1,580

早期支援指導員と早期教育相談員を４人ずつ配置 0.05 27,177 27,465視覚・聴覚障がい児早期教育支援事業費

研修等代替非常勤講師配置事業費

1,888

盲学校に非常勤講師２人を任用し、教育カリキュラムを充実 0.01 479 479 479

特別支援学校にスクールサポートスタッフを2.5人配置し、教員の
負担を軽減

0.03 731 3,775

Ｒ２年度

（人） （当初） （要求） （予算案）
No Ｒ２年度　実施内容（予定）

職員数 Ｒ元年度
細事業名

予算要求からの主な変更点
・特別支援学校施設計画整備事業費について、工事内容を精査し、工事費等を減額。
・学校管理運営事業費（ICT整備）について、国の補正予算を活用し、当初予算からR元年度２月補正予算に前倒し
して計上。

805,434

成果指標
設定理由

①集中的に施設整備を３か年で実施
②R元年度９月補正予算及びR２年度当初予算で課題解消

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 ・ 意 見 　対　　応

 概算人件費 （Ｃ） 25,359 25,359 25,359 25,359

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） H30年度 R元年度 R２要求 R２予算案 指標及びその達成状況

923,777 780,075

 決　　算　　額（B） 713,856

概　算
人　件

費

 職員数（人） 3.13 3.13

 概算事業費（B（A）+C） 739,215 2,127,844 949,136

3.13 3.13

　その他 876 933 939 10,812

165,112
③

自力通学ができず、かつス
クールバス利用を希望する児
童生徒の乗車率

96.2% 97.5% 100%

　県　債 1,081,000 1,074,000 102,000 94,000
② トイレの洋式化率 77.2% 78.6% 79.9%

①
緊急的な整備が必要な箇
所の対応件数

47 46 43

Aの
財源

　一般財源 523,675 572,660 630,859 510,151

　国庫支出金 459,650 454,892 189,979

予
算
額 補正予算 1,306,298 37,172

合計（A) 2,065,201 2,102,485

当初予算 758,903 785,971 923,777 780,075 目標値 成果 達成状況
No 成果指標

H30年度
末

R元年度末
（見込）

Ｒ２年度前年度繰越 0 1,279,342

S24 E-mail

目指す姿

○児童生徒にとって、安全・安心な教育環境を確保する。
〇スクールバスを計画的に配備することにより、児童生徒の通学の安全と利便性を確保し、保護者等の送迎負担を軽減する。

（主な実施内容：施設計画整備、スクールバスの配備など）

1-1 生きる力と創造性を育む教育の推進

事業番号 15 04 02 事業改善シート （R2年度実施事業分） □当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

○特別支援学校の施設設備の経年による劣化や教室不足等に対して、施設設備の修繕・改修による学
習環境・生活環境の改善及び中長期的な施設改修計画の策定が課題となっている。
〇スクールバスの定員の限界や運行エリアが狭いことにより、希望しても乗車できない児童生徒がいる。

Ｒ２年度
予算額

780,075 千円

職員数 3.13 人

tokubetsu-shien@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 特別支援学校体制整備事業費
部局 教育委員会 課・室 特別支援教育課

実施期間

特別支援教育就学奨励費事業費
特別支援学校に通う児童生徒の保護者に対する就学奨励費の
支給（国負担1/2）

0.30 324,389 318,608 318,608

特別支援学校妊娠教職員母性保護事業費
体育代替非常勤講師及び養護教諭非常勤講師、学級担任補助
員、寄宿舎指導員宿直代替員の配置

0.10 12,511 12,826 12,826

学校管理運営事業費 タブレット端末等ICT活用教育の推進、ICT環境整備 0.30 150,338 181,105 134,005

監査

決算特別委員会

県民協働による事業改善

mailto:tokubetsu-shien@pref.nagano.lg.jp
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　■当初予算案　□補正予算案　□点検

15 04 02

H30年度 R元年度

スクールサポートスタッフ配置事
業費

スクールサポートスタッフの配置
直
接

特別支援学校にスクールサポートスタッフを2.5人配置
し、教員の負担を軽減

　 0 731 3,775 1,888

盲・ろう学校非常勤講師等配置事
業費

非常勤講師の配置
直
接

盲学校に非常勤講師２人を任用し、教育カリキュラムを
充実

　 479 479 479 479

視覚・聴覚障がい児早期教育支援
事業費

早期支援指導員及び期教育相談員
の配置

直
接

早期支援指導員と早期教育相談員を４人ずつ配置 　 27,044 27,177 27,465 27,465

研修等代替非常勤講師配置事業費 研修代替非常勤講師の任用
直
接

研修代替非常勤講師を２人任用 　 1,568 1,573 1,580 1,580

特別支援学校妊娠教職員母性保護
事業費

体育教諭、養護教諭、学級担任、
寄宿舎指導員

直
接

体育代替非常勤講師及び養護教諭非常勤講師、学級担任
補助員、寄宿舎指導員宿直代替員の配置

　 11,625 12,511 12,826 12,826

学校管理運営事業費 ICT環境整備
直
接

タブレット端末等ICT活用教育の推進
ICT環境整備

　 118,409 150,338 181,105 134,005

特別支援教育就学奨励費事業費 特別支援教育就学奨励費
直
接

特別支援学校に通う児童生徒の保護者に対する就学奨励
費の支給（国負担1/2）

　 337,452 324,389 318,608 318,608

特別支援学校施設計画整備事業費 施設計画整備
直
接

17校、43か所において施設整備を実施
２校８か所においてトイレ洋式化を実施
松本養護・若槻養護基本方針検討委員会の継続開催

　 151,258 156,727 246,452 164,409

学校評議員設置事業費 学校評議員
直
接

地域住民や保護者などを学校評議員として委嘱し、学校
運営や学校自己評価についての助言を得る。

　 777 777 777 777

通学バス・公用車整備事業費 スクールバスの整備
直
接

スクールバス２台をリース（長野養護） 　 109,521 110,447 129,888 117,216

特別支援学校学習環境整備基金事
業費

利子受入及び基金積立　図書購入
直
接

基金運用益の利子を受け入れ、基金に積み立て、運用益
で図書を購入

　 770 822 822 822

758,903 785,971 923,777 780,075 0 0

Ｒ２年度

Ｒ２年度　実施内容（実績）

特別支援学校体制整備事業費

当初
(千円)

当初
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

教育委員会 特別支援教育課課・室

要求
(千円)

実
施
方
法

Ｒ元年度

実施
状況

部局

項目

合　　　　計
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Ｒ２年度　実施内容（予定）
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事業番号
事　業　名

細事業名
細事業
No


